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●市町村職員や応援の自治体職員が損害程度を判定する調査に訪れます。
●水害の場合、泥流など建物に外からの力が作用して損傷している場合は、第１
次調査が行われますが、内水氾濫など、外からの力による建物の損傷がない
場合や、戸建ての１～２階建て以外の建物の場合は、第２次調査から行われ
ます。
●第１次調査は、外からの目視で損傷や浸水深(浸水の深さ)を確認し、一定の
基準のもと損害割合を算定します。

●第２次調査は、目視に加えて住家の傾きや柱、外壁、内壁、床、基礎など、家の
部位ごとの損傷率を確認し、一定の基準のもと損害割合を算定します。

●第１次調査の判定に疑問がある場合には、第２次調査を申請することができ
ます。また、第２次調査の判定に疑問がある場合には、再調査を依頼すること
ができます。
●算出された損害割合（P11上表）によって判定がなされ、被害認定となります。
　【参考】http://www.bousai.go.jp/taisaku/pdf/r203kaitei.pdf

住家被害認定の調査を受ける

●市役所・町役場に自宅が浸水したことを申し出て(申請して)、罹災証明書を発
行してもらいます。罹災証明書とは住家(人が住むための建物)が被災した場
合に、その被害程度を公的に証明するものです。

●被害を申し出ると、市町村職員による被害調査が行われ、後日、罹災証明書が
発行されます。

●大規模な水害では申し出がなくとも全戸調査が行われることがあります。
●罹災証明書の発行までには数週間から１か月以上かかることもあります。
●罹災証明書に書かれた被害認定に応じ、被災者生活再建支援金が支給され
ることがあります。また、義援金の配分や、税、保険料、公共料金などの減免が
受けられる場合があります。災害救助法に基づく応急仮設住宅への入居や、
住宅の応急修理制度が使える場合もあります。

●被害認定の判定に不服や疑問がある場合には再調査の申請ができます。写真
や動画などで被災状況を記録しておくことも重要です。
●納屋や車庫などの非住家(住居ではない建物)の損害に対しては被災証明書
が発行されることもあります。

罹災証明書の発行を申請する
り  さい

ひ  さい
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※状況や家屋によって異なる場合もあるため、目安として参照してください。

●実際の被害認定は、外観の他に、家の傾き、浸水の深さ、柱や床といった家屋
の部位ごとの損害割合など、一定の基準のもとに行われます。
●被害認定調査についての詳細は、内閣府のウェブサイト「災害に係る住家の被
害認定」のページをご覧下さい。
https://www.bousai.go.jp/taisaku/unyou.html
内閣府ホーム > 内閣府の政策 > 防災情報のページ > 被災者支援 > 災害に係る住家の被害認定

被害認定の目安（木造・プレハブ戸建て１～２階建ての場合）
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条件  水流や漂流物などにより一定程度の損傷がない場合

 50%以上 全壊
 40%以上50%未満 大規模半壊
 30%以上40%未満 中規模半壊
 20%以上30%未満 半壊
 10%以上20%未満 準半壊

 10%未満 準半壊に至らない
  （一部損壊）

住家の損害割合 被害区分 木造・プレハブ住家の部位別構成比
部位名称 構成比
屋根 15%
柱(又は耐力壁) 15%
床(階段を含む) 10%
内壁 10%
外壁 10%
天井 5%
建具(窓、戸、障子など) 15%
基礎 10%
設備(システムキッチン、便器など) 10%

部位ごとの損傷率に、部位別構成比を乗じて算出します。

部位の損傷率 × 部位別構成比 = 部位別損害割合
床の損傷程度 50％ × 10％ = 5％
 建具の損傷程度 50％ × 15％ = 7.5％

これら部位ごとの割合の合計 → 被害区分
5％+7.5％=12.5％ → 10％以上 → 「準半壊」

計
算
例

基礎支援金 加算支援金 計
(住宅の被害程度) （住宅の再建方法）

③長期避難*
100万円

建設・購入 200万円 300万円
補修 100万円 200万円
賃貸（公営住宅を除く) 50万円 150万円

④大規模半壊 50万円
建設・購入 200万円 250万円
補修 100万円 150万円
賃貸（公営住宅を除く) 50万円 100万円

⑤中規模半壊 －
建設・購入 100万円 100万円
補修 50万円 50万円
賃貸（公営住宅を除く) 25万円 25万円
※世帯人数が１人の場合は、各該当欄の金額の３/４の額）

①全壊
②解体*

※あくまで目安です

 （2022年9月現在）被災した時に受けられる支援制度を活用する
　罹災証明書が発行されると、被害認定に応じて以下のような支援を受けられ
る可能性があります。詳しくは市町村に確認しましょう。

被災者生活再建支援金 （被災者生活再建支援法が適用された場合）

②解体：住宅が半壊以上の判定、または住宅の敷地に被害が生じ、その住宅をやむを得ず解体した世帯
③長期避難：災害による危険な状態が継続し、居住できない状態が長期間継続している世帯



●住宅が準半壊以上に被害認定され、修理期間（発災から６ヵ月間以内）以外は
仮設住宅を利用しない場合、１世帯あたり71万7千円（準半壊は34万8千円）を
限度に修理の補助が受けられます。（2024年8月現在）※全壊の場合、原則対象
外ですが、応急修理を実施することで居住が可能になる場合は対象になります。

●自宅の屋根、居室、台所、トイレなど日常生活に必要な最小限度の部分の応急
修理の補助が受けられます。

●業者に費用を支払う前に市町村に申請します。制度対象になる業者か、事前
に確認しましょう。工事費用は市町村が直接業者に支払います。
●準半壊・半壊の場合は、自らの資力で応急修理をすることができないことを申
請する必要があります。

●賃貸住宅の場合は、まず家主（大家さん）に相談しましょう。

住宅の応急修理制度 （災害救助法が適用された場合）

●都道府県や市町村が被災世帯への独自の支援金を交付することがあります。

義援金 （全国からの寄付の配分）

●義援金が集まった場合、自治体を通じて被災者や被災世帯などに配分され、
現金(振込)で支払われます。

●配分が決まるまで数ヵ月を要するため、災害直後に配分額はわかりません。

都道府県や市町村独自の支援金

●災害により死亡した方のご遺族に対し「災害弔慰金」が、災害により精神また
は身体に著しい障害を受けた方に「災害障害見舞金」が支払われます。
●災害で直接亡くなった場合だけでなく、その後災害の影響で亡くなった「災害
関連死」の場合も支払われます。

●災害弔慰金は最大500万円(生計維持者以外の死亡の場合250万円)、災害
障害見舞金は最大250万円(生計維持者以外の場合125万円)です。

災害弔慰金・災害障害見舞金









※ご自身が必要と思う３倍の枚数を撮影しておくことをお勧めします。



家財を廃棄する場合には、お住いの自治体の分別方法を確認してから廃

棄場所(仮置き場を含む)に運び込むようにしましょう。

特に分別の指示がない(わからない)場合には、①木製家具類　②一般家電

③リサイクル対象家電　④スチール類　⑤土砂や泥　⑥その他　に分別

して廃棄場所に集めることをお勧めします。





・濡れていても捨てる必要はない
・写真を水で洗い、干す
・すぐに洗えない場合はアルバムを広げて乾かす
・重なった写真は１枚ずつ離す。固着していたら水に

つけて剥がす
・カメラで写真を撮影してデータで残す手もある



　住宅が一度でも浸水したら、床下に水や泥が入り込んでいないかの確認を

お勧めします。洋間(フローリングやじゅうたん敷き)の場合、点検口を増設

してもらうなどして、確認をしましょう。

　水や泥がたまっている場合は、早めに取り除かないと、後になってカビや

悪臭が発生し、健康被害が発生する可能性が高まります。

無垢の板を乾かす際は、陰干しする（直射日光は板が変形する可能性あり）



※床下収納や点検口がない場合、工務店などに依頼して点検口を増設しても

らうことをお勧めします。２～３万円ほどかかりますが、放置をするよりも

はるかに家を傷めずに済みますので、できる限り床下を確認するようにしま

しょう。



床下に水や泥などが入っていた場合、水を抜いてから泥を取り除く。

水や泥を掃除(除去)した後、床下に消毒液をまく。

木の部分は泥をふき取ってから消毒液をしみこませ、固く絞った雑巾な

どで拭いて消毒をする。

　時間が経つほど水分が湿気となり、カビや異臭の原因になります。できる

だけ早く作業に着手するようにしましょう。



逆性石けん(ベンザルコニウム塩化物)「オスバンＳ」が

代表的な商品名。

床下には100〜200倍に薄めて噴霧する。

原液を手で触らない(P17参照)

※消石灰は取り扱いが難しい(ヤケドなどの危険性がある)ため、逆性石けん

での消毒をお勧めします。逆性石けんは、表示通りに水で薄めたうえで、噴

霧器などで吹き付けます。木製部分は逆性石けんの水溶液をしみこませた雑

巾を固く絞り、拭くと消毒効果が上がります。



浸水した床や壁を放置すると、カビなどが発生し、悪臭のもとになる。

特に断熱材がある場合は、早めに除去する。
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　この手引き 「水害にあったときに」 は、最初に必要な手続きや作業を簡単
に説明した 「チラシ版」 もあります。下記のホームページ、または連絡先まで
お問い合わせください。

※本手引きは日本財団活動助成によって制作されました。




